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ｾﾝﾀﾘ®600 
ﾍﾞｰｽｺｰﾄ 

「上記ﾃﾞｰﾀは、本書発行日現在の弊社の知識及び経験に基づき弊社の製品とその使用方法に関する情報を提供するもので、特定の性質、品質仕様、具体的な使用目的に関する適正、又は塗

装仕上がり具合を保証するものではありません。更に、上記ﾃﾞｰﾀは指定された材料にのみ該当するものであり、他の材料又はﾌﾟﾛｾｽと組み合わせて使用する場合にはこの限りではありません。

尚、実際に塗装をする際には、その塗装時の環境等の様々な要因が塗装仕上がりに影響を与ますので、使用目的毎に必ず事前に試験塗装等を行い、適切な使用方法につき確認を行ってくだ

さいますようお願い致します。弊社においては、弊社製品を用いた塗装結果について一切の責任を負いかねます。」 

ｾﾝﾀﾘ®600-1 

TECHNICAL DATA SHEET 

製品概要 

 

ｿﾘｯﾄﾞ､ﾒﾀﾘｯｸ､ﾊﾟｰﾙｶﾗｰのﾍﾞｰｽｺｰﾄ/ｸﾘﾔｰｺｰﾄｼｽﾃﾑに使用するﾍﾞｰｽｺｰﾄ。 

乗用車、ﾊﾞｽおよびﾄﾗｯｸに使用可能。 

組成：ｱｸﾘﾙ樹脂 

 

製品構成 

 

AM ｾﾝﾀﾘ®原色 

AB150 ﾍﾞｰｽｺｰﾄﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ 

AB160 ﾍﾞｰｽｺｰﾄﾊﾞﾗﾝｻｰ 

JAB05N ﾍﾞｰｽｺｰﾄｼﾝﾅｰ(速乾) 

JAB380 ﾍﾞｰｽｺｰﾄｼﾝﾅｰ(標準) 

JAB385 ﾍﾞｰｽｺｰﾄｼﾝﾅｰ(遅乾) 

JXB387 ﾍﾞｰｽｺｰﾄｼﾝﾅｰ(超遅乾) 

BK220 ﾍﾞｰｽｺｰﾄﾁｯﾌﾟﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ 

 

製品特性 

 

- 取扱いが簡単で正確なｶﾗｰﾏｯﾁﾝｸﾞ。 

- 速乾で常温乾燥型のﾍﾞｰｽｺｰﾄで 10-20 ﾐｸﾛﾝの薄膜で隠蔽し、ﾒﾀﾘｯｸｶﾗｰでは完全なｱﾙﾐｺﾝﾄﾛｰﾙが 

なされ、滑らかな肌を提供。 

- より優れた塗膜特性を得る為には BK220 の使用を推奨。 

- ｽﾎﾟｯﾄ補修､ﾊﾟﾈﾙ補修､全塗装に使用可能。 

- 多色塗りやﾃﾞｻﾞｲﾝﾜｰｸに最適。 

 

塗装対象素材 

 

- 全ての新車塗膜 

- ｸﾛﾏｯｸｽﾌﾟﾗｲﾏｰｻﾌｪｰｻｰ 

- ｸﾛﾏｯｸｽｻﾌｪｰｻｰ 

- 完全硬化した補修塗膜 
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製品の使用について 

 
ｸﾛﾏｯｸｽ 

ｶﾗｰﾂｰﾙ 
ｶﾗｰﾃﾞｰﾀｰ参照 

 混合比  <15℃ 15-25℃ 20-30℃ >25℃ 

ｾﾝﾀﾘ® 600 1 1 1 1 

JAB05N 0.8 - - - 

JAB380 - 0.8 - - 

JAB385 - - 0.8 - 

JXB387 - - - 0.8 

 

 

 

混合比 

BK220 使用時 

 容量 重量 容量 重量 容量 重量 容量 重量 

ｾﾝﾀﾘ® 600 9 100 9 100 9 100 9 100 

BK220 1 10 1 10 1 10 1 10 

JAB05N 8 80 - - - - - - 

JAB380 - - 8 80 - - - - 

JAB385 - - - - 8 80 - - 

JXB387 - - - - - - 8 80 

 VOC 756-791g/L 

 

ﾎﾟｯﾄﾗｲﾌ 

（20℃） 

標準 なし 

BK220 使用時 8 時間 

 

ｽﾌﾟﾚｰ粘度 

（20℃） 

DIN 4 15-16 秒 

FORD 4 15-16 秒 

AFNOR 4 16-18 秒 

 

ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝ 

 

 

 

＊１ﾊﾞｰﾙ＝１Kg/cm2 

 口径 距離 ｴｱｰ圧 

通常ｶﾞﾝ    

重力式 1.2-1.4 ㎜ 15-20 ㎝ 3-4 ﾊﾞｰﾙ 

吸上式 1.4-1.6 ㎜ 15-20 ㎝ 3-4 ﾊﾞｰﾙ 

圧送式 1.0-1.2 ㎜ 15-20 ㎝ 3-4 ﾊﾞｰﾙ 

  HVLP/HＴE ｶﾞﾝ    

重力式 1.2-1.4 ㎜ 10-15 ㎝ ｶﾞﾝﾒｰｶｰの指示

に従う。 吸上式 1.4-1.6 ㎜ 10-15 ㎝ 

圧送式 0.8-1.1 ㎜ 10-15 ㎝ 

 

塗装回数 
2 

 

ﾌﾗｯｼｭﾀｲﾑ ｺｰﾄ間及びｸﾘﾔｰｺｰﾄ前：艶が消える迄 

ﾀｯｸｸﾛｽ使用：20 分 

 ＤＦＴ（乾燥膜厚） 10-20μ 
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推奨使用方法 
塗膜の表面処理   

 

1. 石鹸と水で表面を洗浄し、すすいで乾かす。 

2. ｸﾛﾏｯｸｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤(3919S)で洗浄し、清浄なｸﾛｽで拭いて乾かす。 

3. 損傷の程度に合わせ適切に処理をする。 

4. ｻﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを行う 

 a. 機械研磨：P360-P400-P500 

 b. 水研ぎ：P1000-P1200 

5. ｸﾘｰﾝなｴｱｰですべてのｻﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ粉をﾌﾞﾛｰし、取り除く。 

6. ｸﾛﾏｯｸｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤(3812S/3920S)で洗浄し、清浄なｸﾛｽで拭いて乾かす。 

7. ﾀｯｸｸﾛｽをかける。 

 

ﾍﾞｰｽｺｰﾄの塗装 

 

正しく処理された表面に 2 ﾌﾙｺｰﾄする。ｺｰﾄ間で艶が引くまでﾌﾗｯｼｭさせる。 

必要ならば最終ｺｰﾄ後 1-2 分内にﾐｽﾄｺｰﾄをする。 

 

ｸﾘﾔｰｺｰﾄの塗装 

 

必ずﾍﾞｰｽｺｰﾄの艶が完全に引いてからｸﾘﾔｰｺｰﾄする。 

ｸﾘﾔｰｺｰﾄまでの最長時間は 3 日間。 

（温度、湿度、塗装条件等に影響を受けます。 

適切なﾌﾗｯｼｭﾀｲﾑ後、すみやかにｸﾘﾔｰｺｰﾄすることを推奨します。） 

 

機器の洗浄 

 

ﾗｯｶｰｼﾝﾅｰで洗浄する。 

 

注意事項 

  

- ｾﾝﾀﾘ®原色は計量前に充分に攪拌し､計量後すぐに混合して下さい。 

- 耐ﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ性の向上やより優れた密着性を得る為､希釈前に 10%の BK220 を加えることを推奨します。 

- 高温時（33℃以上）JXB387 ｼﾝﾅｰで乾燥が速すぎる場合､JXB390 ﾍﾞﾘｰｽﾛｰｼﾝﾅｰと混合して使用して下

さい。最大 JXB387：JXB390=1：1（JXB390 を単体で使用しないで下さい。） 

- 使用前は塗料を室温(18-25℃)で保管して下さい。 

 

製品ﾃﾞｰﾀ 

 

塗布面積 (理論値) 6-8 ㎡/L  (推奨膜厚 - 希釈済み塗料) 
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推奨使用方法（続き） 
安全 

 

使用前に SDS を参照し、製品容器に表示されている指示に従って下さい。 

 

補修要領 
ｽﾎﾟｯﾄ補修 

 

1. 石鹸と水で表面を洗浄し、すすいで乾かす。 

2. ｸﾛﾏｯｸｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤(3919S)で洗浄し、清浄なｸﾛｽで拭いて乾かす。 

3. 推奨されているｱﾝﾀﾞｰｺｰﾄを塗布する。 

4. 補修部分を推奨されたｻﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ処理を行う。 

5. ﾎﾞｶｼ部分全体に中目のｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞあるいは水研ぎ P1200 で足付けする。 

6. 水ですすいで乾かす。 

7． ｸﾛﾏｯｸｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤(3812S/3920S)で洗浄し、清浄なｸﾛｽで拭いて乾かす。 

8． ﾀｯｸｸﾛｽをかける。 

9. 以下のｽﾎﾟｯﾄ補修方法で行う。 

 - ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを使用する場合 

 - ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを使用しない場合 

 

ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを使用する場合 

 

ﾐｯﾄﾞｺｰﾄの配合：AB160:JAB380=1:0.8  

① ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを塗布し完全に艶が引くまでﾌﾗｯｼｭさせる。 

② ﾍﾞｰｽｺｰﾄを 2 ｺｰﾄする。 

2 ｺｰﾄ目は 1 ｺｰﾄ目より広く塗布する。 

ﾌﾗｯｼｭﾀｲﾑ： 3 分 

③ ﾍﾞｰｽｺｰﾄの最終ｺｰﾄの艶が完全に引いてから   

ﾊﾟﾈﾙ全体にｸﾘﾔｰｺｰﾄする。 

  

ｽﾌﾟﾚｰ圧力：ｽﾎﾟｯﾄ補修ｴﾘｱ：2-2.5 ﾊﾞｰﾙ 

 

ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを使用しない場合 

 

① 

+ 

② 

ｾﾝﾀﾘ®600 を 2-3 ｺｰﾄ塗布する。 

各ｺｰﾄは前のｺｰﾄより広げていく。 

 

 

 

 

 
③ ﾍﾞｰｽｺｰﾄの最終ｺｰﾄの艶が完全に引いてから 

ﾊﾟﾈﾙ全体にｸﾘﾔｰｺｰﾄする。 

  

スプレー圧力:スポット補修エリア:2－2.5 バール 

 


